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家庭訪問における挨拶行動 
―日本語母語話者とシンハラ語母語話者の別れの場面の事例― 
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Abstract 
 In this study I examine the way native Japanese speakers greet with, and to compare 
the way with that of native Sinhalese Sri Lankan speakers. I investigate the situation of greetings 
when Sri Lankans visited Japanese homes, and demonstrate the difference between the 
Japanese greetings and the Sri Lankans’ in the situation when taking leave. 
      It becomes clear that in contact situation the Japanese usually makes deep bows or sits 
down on their knees and bows deeply with some ritual expressions such as “Welcome to our 
home．How do you do．Nice to meet you．On the other hand，Sri Lankan did not show any such 
behavior or words for greetings in Japanese． 
 
1. 本研究の目的 
本稿では，日本人同士の母語場面と日本人とスリランカ人の日本語接触場面では，どのように挨拶
が行われるかを明らかにするために，家庭訪問場面の事例を取り上げ，共通点と相違点を記述する．
調査においては，初対面の日本人宅を訪問する時，日本人はどのように挨拶するのか，また同じ場面
でスリランカ人はどのように挨拶するのか．そして訪問される日本人はどのように客に挨拶するのか，相
手が日本人かスリランカ人かで挨拶が変わるか，そして，スリランカ人が接触場面で行った挨拶にはど
のような問題点があったかについて考察する． 
 
2. 調査の概要 
2.1 調査方法と調査対象者 
 日本人の学生（JMS1）とスリランカ人の留学生（SMS1，SMS2，SMS3）に，別々の日に日本人の家庭
を訪問して 2 時間半ぐらい自由会話をしてもらった．調査協力者はすべて調査者の知り合いであるが、
調査協力者同士は初対面であった．調査協力者の概要は表１の通りである．調査者による参与観察と
同時に，すべての会話を録音・録画した．録音，録画をした資料は全て文字化した．文字化した資料
をもとにフォローアップインタビューを行った． 調査場面にはビデオ撮影者（ＢＭ）と調査者（Ｃ）が参加
した． 
 
表 1 : JMS1，SMS1 の訪問 
参加者 性別 年齢 滞日期間 日本語学習歴 備考 
JM1 男性 60 代 － － － 
JF1 女性 50 代 － － JM1 の妻 
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JMS1 男性 20 代 － － 大学 3 年生 
SMS1 男性 20 代 2 年 4 ヶ月 2 年 4 ヶ月 専門学校学生 
表 2 : SMS2 の訪問 
参加者 性別 年齢 滞日期間 日本語学習歴 備考 
JM2 男性 70 代 － － 元学校長 
JF2 女性 70 代 － － 元小学校教師・ＪＭ１の妻 
JF3 女性 90 代 － － 元自営業 
SMS2 男性 20 代 1 年 8 ヶ月 1 年 8 ヶ月 日本語学校 2 年生 
表 3 : SMS3 の訪問 
参加者 性別 年齢 滞日期間 日本語学習歴 備考 
JM3 男性 70 代 － － 新聞記者 
JF4 女性 60 代 － － 主婦・JM3 の妻 
SMS3 男性 20 代 4 年 8 カ月 3 年 8 ヶ月 大学２年生 
 
2.2 分析の枠組み 
 Goffman（1967）は，初対面の時には挨拶をして会話を始め，話を終える時も挨拶で終わりにすること
を明らかにしている．また Neustupný (1987)はコミュニケーションを終える時も挨拶をしてからコミュニケ
ーションを終わりにすると述べている．コミュニケーションはスイッチオンの「点火ルール」から始まり，ス
イッチオフで終わると述べている．本研究では，スイッチオフにあたる訪問を終え、帰る場面について
分析する．なお、本稿の会話例に用いられる記号「＊＊」は聞き取れない部分で、「//」は重なった部分
である． 
 
3. 調査結果と分析 
データを検討したところ，今回の調査場面は，(1）駅で初めて会う場面，(2）車に乗る場面，(3）車を
降りる場面，(4）家の門の前での場面，(5）家のドアの前での場面，(6）玄関先での場面，(7）リビング入
室時の場面，(8）リビングでの会話の場面，(9）別れの場面，(10）送り出す場面（駅で別れる時）の 10場
面に分けることが出来た．JMＳ1 の母語場面と SMS1，SMS2，SMS3 の接触場面の間で挨拶の差がい
ろいろと見られた．(6）玄関先での場面，(7）リビング入室時の場面，(8）リビングでの会話の場面などで
は，JMS のみに見られて SMS 全員に見られなかった挨拶などがたくさんあったが，今回は特に興味深
いと思われる(9）別れの場面についてのみ報告をする． 
 
3.1 日本語母語場面での挨拶 
 まず，シンハラ語話者の接触場面との対照のために，日本語母語場面における JMS の別れの場面
の挨拶を事例１に示す． 
 JF1 の丁寧な挨拶や「お待ちしています」という言葉に対してぜひまた伺いたいと思ったと報告してい
る．JMS は JM1 と JF1 に対して親切に話をしてくれたり，料理を作ってくれたことに対してとても感謝し
ていた．いろいろな食べ物をもらったが，退出するときにそのまま何も片付けずに帰ることに対して気が
とがめたと言っていた．特に JF1 が年配なので，片づけを手伝って帰ったほうがいいのではないかと思
ったという． 
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 一方，JM1 と JF1 は，JMS に対してきちんと挨拶ができる学生だと評価していた．両親を始め育ってき
た環境がよいのではないかと感じたと報告していた．また訪問してほしいと思ったとも言っていた． 
【事例 1】帰る際，JMS は JM1 と JF1 に対して何度も「ありがとうございます」と感謝の言葉を言っていた 
発話 非言語行動
JF1：足元悪いので 雨降ってるから〈気をつけて〉    
JMS：あ ありがとうございます はい  
JMS：何も片付けないですいません  じゃあ 本当 今日ありがとうございました なんかお邪魔しちゃって  
JF1：＊＊お元気で またどうぞいらっしゃってください  
JMS：はい 何かまた機会があれば  
JF1：はい お待ちしています 深いお辞儀
JMS：はい 失礼します 深いお辞儀
 
3.2 日本語接触場面での挨拶 
 事例 1 と同じ帰る場面における，スリランカ人 SMS1，SMS2，SMS3 の挨拶行動を記述し，そのときの
調査対象者の意識を述べる． 
 
3.2.1 SMS1 における別れの場面 
事例 2 で示すように、別れの場面では JMS は「失礼します」などの挨拶があったが，SMS1 の別れの
場面ではその挨拶が見られなかった． 
 【事例 2】 帰る前にＪM1 とＪF1 は SMS1 に別れの挨拶をした 
発話 非言語行動 
JF1：また遊びに来てください   
SMS：いろいろなありがとうございました   
JM1：がんばってください 今度ちゃんとした日本の触れ合いを用意しておきましょう   
JF1：SMS さんまたどうぞ   
SMS：＊＊   
JF1：気をつけてね, SMS さんお会いできてよかったです．また どうぞ 深いお辞儀 
SMS：はい ありがとうございます 軽いお辞儀 
JF1：さようなら じゃあ 気をつけて また お元気で 深いお辞儀 
JMS は帰る時に何回も「ありがとうございました」や「失礼しました」のような挨拶を言ったのに対して，
SMS1 は「ありがとうございました」しか言わなかった．FUI によれば，SMS1 はすごく親切にされたし感
謝の気持ちを表したかったが「ありがとうございます」以外に言葉が見つからなかったそうである．これ
に対して JM1 も JF1 も悪い印象を受けなかった．SMS が留学生であることや，JM1，JF1 との会話の中
で日本人の家に初めて来るということを言ったので，悪い評価にはならなかったと報告している．逆に，
回数が少なくても挨拶をしていたことから，きちんとした学生だという印象を受けたと言っていた． 
 
3.2.2 SMS2 における別れの場面 
SMS2 はどの場面でもあまり挨拶をしなかった．玄関の場面ではほとんど挨拶がなかった．別れの場
面では JMS1 と同じような「失礼します」などの挨拶がなかった． 
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【事例 3】SMS2 が帰る時の場面．SMS2 が帰る時，JF2 と JF3 は玄関まで来て挨拶した． 
発話 非言語行動 
SMS2：今日はありがとうございます   
JF3：お粗末さまでした お辞儀 
SMS2：ありがとうございます   
JF2：どうもご苦労さまでした，お元気でお気を付けていらっしゃってください 深いお辞儀 
SMS2：（笑）                                
JF2：また，いらっ//しゃってください   
SMS2：       //はい   
JF2：どうもお気を付けてどうぞ 深いお辞儀  
JF3：さようなら 深いお辞儀 
この場面では，JF3 は SMS2 に対して「お粗末さまでした」と挨拶し，JF2 は SMS2 に対して「ご苦労さ
ま」と挨拶した．「お粗末さまでした」「ご苦労さまでした」という挨拶について JF3 は，「季節の食べ物や
お菓子を用意したが，留学生の口に合うかどうか，あるいは足りるかどうか，などが分からなかった．」と
言っていた．また JF2 は SMS2 に対して「ご苦労さま」と言ったのは，「SMS2 が私達の家を訪問した目
的は遊びではなく，日本文化を勉強するために来た，という意識があったので．」と FUI で報告した． 
SMS2 は「お粗末様」と「ご苦労さま」の挨拶と深いお辞儀に関して FUI で以下のような報告をした．
「「お粗末様」という挨拶は知らなかった．「ご苦労様」という挨拶は分かった．スリランカの習慣では，目
上の人は若者に挨拶しないが，JM2，JF2，JF3 は年齢も関係なく私に対して深いお辞儀をして挨拶し
たのでとてもびっくりした．スリランカでは 90 歳を超えるぐらいの年配の方に対しては，若者は拝んで挨
拶するけれど，JF3 が私に対してもとても深いお辞儀で挨拶したことはとても素晴らしい」と報告した． 
 
3.2.3 SMS3 における別れの場面 
SMS3 は SMS1 や SMS2 より多くの挨拶が見られた．しかし，玄関の場面では「ありがとうございます」
という挨拶しかなかった．リビングの中で JM3 と JF4 に挨拶したときには JMS1 の挨拶とあまりかわらな
かった．SMS3 は別れの場面で挨拶の問題が見られた． 
【事例 4】SMS3 は帰る時に JF3 に手土産を渡し JM3 と JF4 は SMS3 にお礼を言った．また SMS3 はス
リランカ風の別れの挨拶をし，JF4 はスリランカの習慣が分らないため正座して SMS3 に挨拶をした． 
発話 非言語行動 
JF3：わざわざありがとうございます．あのお正月にはどうぞまた一緒にいらしてください．わざわざあり
がとうございました 
深いお辞儀 
SMS3：今日はお食事ありがとうございます 深いお辞儀 
JF4：ええ，これ//どうもわざわざ 今度いらっしゃる時はこんなことしないで   
JM3：     //そうそう   
JM3：なにもしないでこれはてぶらといいますね日本では何も持たないで来ること（笑）   
JM3：仲良くなったということで   
SMS3：じゃ行ってきます ひざをついて拝む
JF4：ええ日本式でやってください  ええ私は じゃ，日本式とスリランカ風でやりましょう （笑）どうも
わざわざありがとうございましたようこそ 
正座で挨拶 
JM23：またいつでもいらっしゃってください   
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SMS3：ありがとうございます 深いお辞儀  
JF4：どうも行っていらっしゃい 深いお辞儀 
スリランカの習慣では家に入ってすぐリビングのテーブルの上に手土産を置く．しかしこの場面では，
SMS3 は帰る時に JF4 に手土産を渡した．FUI で SMS3 は，日本人に会うのは初めてだったので，プレ
ゼントは誰に，いつ，どのように渡すか迷った．仕方がなく，帰り際に JM2 に渡したと報告した． 
 手土産を渡されたことに対して，JF4 も JM3 もびっくりしたと FUI で述べていた．その理由は，日本で
は手土産は来てすぐに渡すのが普通だし，若い男の子が手土産を持ってくるとは思っていなかったか
らだという．またそれについて，日本の習慣では初対面で手土産を持参するのは礼儀正しいことだが，
まだ学生である若者にそのような心遣いをさせるのは心苦しいと JF4，JM3 共に言っていた． 
またこのとき，SMS3 は JM3 と JF4 に対して，スリランカの習慣に従って床に膝をついて頭を深く下げ，
両手を合わせて拝んだ．それに対して SMS3 は FUI で，「日本の家に行った経験がないので，別れの
挨拶がわからなかった．そこで，自分の親に対してするようにした」と言っていた．この挨拶に対して，
JJF4 と JM3 は拝まれるようなことは初めてだったので，非常に驚いたそうだ．しかし，スリランカの若者
の挨拶はすばらしい，という肯定的な評価をしていた． 
  
4. まとめ 
この調査から日本人とスリランカ人は全体的に似たような挨拶をする場面が多かった．ホストの日本
人もゲストが日本人かスリランカ人かに関わらず，日本語母語場面の規範に従って挨拶をした．また，
スリランカでは玄関で挨拶する習慣がないので，スリランカ人の留学生はうまく挨拶をすることができな
かったことも明らかになった．例えば，SMS3 は日本滞在期間が長く，他の二人よりも日本事情に詳し
い．SMS3 は日本ではきっと玄関での挨拶があるだろうと予測をつけてはいたものの，何と言えばいい
のか分からず「ありがとうございます」を多用してしまったと自分で否定的な評価をしていた．SMS は三
人とも日本人宅への訪問は今回が初めてだったということも大きい．「ありがとうございます」などの感謝
を表す挨拶は，普段の生活でも使用するため戸惑いはないが，食事を頂いた後の挨拶や帰り際の挨
拶など特別な場面での日本の挨拶に慣れるには，より多くの期間と経験を必要とすると感じていた． 
また，日本の文化も勉強しなければならないとも感じていた．SMS3 はいつ手土産を渡せばいいの
か分からなかったし，別れる際の挨拶をスリランカの規範に沿って行ってしまったため，日本人ホストに
困惑を与えた．しかし，このような逸脱に対して，日本人ホスト側は相手がスリランカ人であること，話の
内容から日本人宅を訪問することに慣れていないことなどもあり，否定的な評価はしていなかった．こ
れとは逆に，SMS3 は JF4 が SMS3 に対して正座してお辞儀をしたことに困惑した．これはスリランカで
は目上の人は目下の人にそのような挨拶をしないという規範があるからである．SMS3 は JF4 の行動に
対して礼儀正しいと肯定的な評価をしつつも，心が痛いとも言っていた． 
日本人ホストを分析すると，JM1 と JM2 は SMS1，SMS2 と初対面の場面で握手をしたのに対して，
JM3 はしなかった．JM1 と JM2 は外国に何度も行ったことがあり，外国人と挨拶をしたことが何度かある
のに対して JM3 はその経験がない．JM1 と JM2 は握手することが外国人に対していい挨拶だと認識し
ており，また留学生はお辞儀が上手くできないだろうという配慮も含めてそうしたのだと思われる． 
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